
│
│『
西
谷
君
の
日
誌
』
に
見
る

　1944（昭和19）年６月から翌年７月まで、当時堺中２年
生～３年生だった西谷茂男氏＝写真は 21歳のころ＝が綴っ
た日誌。西谷氏は広島出身で当時は堺市大美野在住。３年
生の５月に一家で広島に転居したので堺中は卒業していな
いが中49期にあたる。戦後、大阪に戻り、大学卒業後は家
業を継いだ。1997 年、急逝。1999 年、夫人（高７回・西
谷佐和子氏）が明石輝夫氏（中49期、故人）に日記を託し、

明石氏ら同期生によって冊子『西谷君の日誌─戦争末期のわれら中学生─』に
まとめられた。夫人によれば西谷氏は「まじめが服を着て歩いてるような人」。
時に地図や挿絵もまじえた几帳面な日記には人柄が表れているようである。

戦
時
下
の
堺
中
生
た
ち

特
集

日
誌
抜
粋

信太山で、岸和田中との野外演習

反正天皇陵で勤労奉仕

　

西
谷
氏
は
こ
の
後
５
月
に
広
島
に
転
居
し
た
た
め
記
述
が
な
い
が
、
堺
中
は
1
9
4
5
（
昭
和

20
）
年
７
月
10
日
の
空
襲
で
作
業
科
倉
庫
１
棟
を
焼
失
。
こ
の
と
き
、
防
空
要
員
と
し
て
校
内
を

整
理
し
て
い
た
当
時
３
年
生
の
小
松
和
寛
氏
が
不
発
弾
に
触
れ
て
爆
死
、２
人
が
負
傷
し
た
。
ま
た
、

学
校
は
堺
市
民
病
院
（
焼
失
）
の
仮
病
院
と
な
り
、
重
軽
傷
者
を
収
容
し
た
。

中
47
期
卒
業
生
。
1
9
4
5
年
３
月
、
46
期
と
同

時
に
卒
業
し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
作
ら
れ
た
畑
や

防
空
壕
が
見
え
る
。

﹇
昭
和
十
九
年
﹈

六
月
一
日

　

今
日
か
ら
、
初
め
て
日
誌
を
書
く
。
日
誌
は
、

つ
け
る
こ
と
は
今
ま
で
大
へ
ん
い
や
だ
と
思
っ

て
ゐ
た
が
先
生
の
お
話
を
お
聞
き
し
て
、
僕
も

一
つ
こ
れ
か
ら
何
年
ま
で
書
く
か
力
の
か
ぎ
り

書
か
う
と
思
ふ
。（
略
）
夕
方
は
、
弟
と
前
の

国
民
学
校
へ
運
動
、※

手
り
ゅ
う
弾
投
、
金
棒
、

走
り
な
ど
、
十
月
の
体
力
検
定
に
こ
た
へ
て

や
っ
て
ゐ
る
。

六
月
八
日

　

今
日
は
三
十
回※

大
詔
奉
戴
日
な
り
。
そ
ぞ

ろ
十
二
月
八
日
を
思
ひ
新
た
に
米
英
撃
墜
、
撃

ち
て
し
止
ま
む
を
心
に
念
ず
。

六
月
十
二
日　

　

野
外
演
習
の
服
装
で
学
校
へ
出
発
し
た
。

（
略
）「
元
気
旺
盛
さ
す
が
第
二
学
年
の
野
外
教

練
で
あ
る
」
と
言
は
れ
た
と
き
は
う
れ
し
か
っ

た
。（
略
）
連
絡
兵
、伝
令
、斥
候
も
大
変
良
か
っ

て
西
浦
斥
候
長
以
下
５
名
は
家
原
寺
の
敵
捜
索

に
対
し
良
く
そ
う
さ
く
し
た
の
で
大
変
ほ
め
ら

れ
て
い
た
。

六
月
十
五
日　

　

自
分
ら
の
一
年
の
時※

教
練
科
を
ご
指
導
下

さ
っ
た
中
尾
先
生
は
、
い
よ
い
よ
再
度
の
お
召

し
に
あ
ず
か
り
（
略
）
き
ょ
う
は
そ
の
中
尾
先

生
と
の
お
別
れ
の
式
を
運
動
場
に
て
お
ご
そ
か

な
中
に
も
は
り
き
っ
た
式
を
終
っ
た
の
で
あ
っ

た
。

六
月
二
十
一
日　
　

　

野
外
教
練
の
服
装
に
て
、
上
野
芝
付
近
の
久

世
村
へ※

勤
労
奉
仕
（
略
）
だ
。
勤
労
奉
仕
は

松
本
君
と
二
人
で
麦
の
穂
を
取
っ
た
。
後
の
茎

を
ぬ
き
た
ば
ね
て
運
ぶ
の
で
あ
る
が
（
略
）
自

分
は
麦
の
茎
を
抜
く
の
に
一
本
々
々
米
英
撃
滅

を
思
っ
て
抜
い
た
。

七
月
十
四
日　

　

今
日
は
（※

通
年
動
員
）
の
上
級
生
徒
の
壮
行

会
が
あ
っ
た
。校
長
先
生
の
お
話
、
教
官
殿
の
注

意
、皆
心
に
う
な
づ
く
こ
と
ば
か
り
で
あ
る
。

九
月
十
三
日

　

今
日
の
五
時
間
目
に
築
山
の
横
の
土
地
即
ち

※

運
動
場
の
東
の
方
は
僕
ら
の
手
に
よ
り
畠
と

変
は
っ
た
。
僕
ら
の
畠
は
僕
ら
の
手
に
よ
り
作

る
の
だ
そ
う
だ
。

十
月
二
日　

　

八
時
校
庭
に
集
合
校
長
先
生
よ
り
テ
ニ
ヤ

ン
、
大
宮
両
島
の
玉
砕
の
お
話
を
聞
き
、
今
日

の
こ
の
野
外
訓
練
を
一
層
緊
張
し
て
や
ろ
う
と

心
に
念
ず
。
校
庭
を
あ
と
に
竹
を
銃
と
思
っ
て

か
つ
ぎ
、
深
井
村
に
前
進
そ
れ
か
ら
家
原
寺
に

て
伝
令
動
作
。（
略
）
鳳
を
へ
て
浜
寺
に
至
る
。

（
略
）
晝
食
後
す
ぐ
に
整
列
、
南
軍
北
軍
に
分

か
れ
戦
闘
訓
練
を
す
る
。
こ
の
訓
練
の
中
、
散

開
法
、
歩
哨
、
斥
候
、
伝
令
の
諸
動
作
が
行
わ

れ
る
。

十
月
十
九
日

　

昨
日
降
っ
て
い
た
雨
は
今
日
は
止
ん
で
い

た
。※

校
内
の
兵
隊
さ
ん
達
今
日
は
銃
剣
術
の

試
合
な
の
か
運
動
場
に
線
を
引
い
て
い
た
。
作

業
は
従
っ
て
大
へ
ん
し
に
く
か
っ
た
。（
略
）

十
一
月
十
五
日　

　

新
聞　

※

富
嶽
隊
出
撃
。
さ
き
の
敷
島
隊
、

又
、
萬
朶
隊
と
い
い
、
ま
さ
に
我
が
皇
軍
必
死

必
中
の
肉
弾
と
な
っ
て
突
撃
、
ま
た
も
や
っ
た

戦
艦
一
隻
轟
沈
で
あ
っ
た
。
こ
の
攻
撃
隊
の
石

川
廣
中
尉
は
本
校
・
堺
中
の
四
十
一
期
生
と
先

生
か
ら
お
聞
き
し
、
我
々
の
先
輩
の
や
っ
た
体

当
り
に
、
我
々
も
き
っ
と
続
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と

思
っ
た
。

十
二
月
七
日　

　

一
時
半
頃
、
強
烈
な※

地
震
あ
り
、
い
ま
に

も
家
が
倒
れ
る
か
と
思
っ
た
。（
略
）
家
も
垣

根
も
道
路
も
、
ま
る
で
ひ
っ
く
り
返
る
か
と

思
っ
た
。

﹇
昭
和
二
十
年
﹈

一
月
十
九
日　

　

研
修
は
、
中
川
先
生
の
毒
ガ
ス
に
つ
い
て
の

話
、
晝
か
ら
ま
さ
に
体
操
を
始
め
ん
と
す
る
時
、

警
戒
警
報
が
な
る
、
す
ぐ
整
列
を
し
て
門
を
出

る
と
空
襲
警
報
と
な
る
。
駅
に
来
て
み
る
と
電

車
は
来
て
い
た
。
一
ぱ
い
で
乗
れ
ず
次
の
電
車

を
待
つ
。（
略
）
ま
も
な
く
B
29
八
機
を
駅
よ

り
見
る
、
に
く
い
に
く
い
米
機
ゆ
う
ゆ
う
と
頭

上
を
行
く
。

二
月
七
日

　

体
操
は
俵
を
か
つ
い
で
百
米
を
走
る
の
で
あ

る
。
自
分
は
三
十
七
秒
な
り
。
四
時
間
よ
り
雪

が
降
り
だ
す
、
当
番
を
す
ま
せ
て
中
百
舌
鳥
駅

へ※

英
霊
出
迎
へ
、
四
時
半
帰
宅
。（
略
）

三
月
十
三
日　
　

　

今
日
は※

物
象
と
國
語
無
し
で
、
第
一
限
は

教
練
で
銃
の
標
準
監
査
で
あ
っ
た
。
第
二
限
は

作
業
で
防
空
壕
の
仕
上
げ
を
や
る
。
第
三
限
は

英
語
自
習
。（
略
）
夜
中
十
一
時
、
ふ
と
目
を

覚
ま
す
と
、
ラ
ジ
オ
は
「
敵
大
編
隊
が
太
平
洋

上
よ
り
浪
速
に
逐
次
来
る
」
と
の
情
報
に
す
ば

や
く
起
き
て
、
バ
ケ
ツ
に
水
を
入
れ
、
食
糧
、

衣
服
一
通
り
を
壕
に
持
ち
込
ん
だ
。
先
頭
の
敵

は
見
え
な
か
っ
た
が
、
後
続
機
は
大
へ
ん
よ
く

見
え
た
、（
略
）※

大
阪
方
面
の
空
は　

真
っ
赤

に
な
っ
て
い
た
。

三
月
十
九
日

　

全
学
校
（
國
民
学
校
を
除
く
）※

授
業
停
止

　

敵
の
攻
撃
急
な
る
今
日
、
國
民
全
部
が
戦
う

こ
と
に
な
り
、
こ
の
度
の
制
度
が
文
部
省
よ
り

発
令
さ
れ
る
。

三
月
二
十
七
日　
　

　

今
年
は
、※

四
年
・
五
年
の
卒
業
式
な
り
。

我
が
二
組
は
一
組
と
と
も
に
参
列
を
許
さ
れ

る
。

四
月
七
日　
　

　

今
日
は
校
内
作
業
中
警
戒
警
報
発
令
、
つ
い

で
空
襲
警
報
と
な
る
、
直
ち
に
帰
宅
す
。
十
一

時
に
な
っ
て
も
解
除
に
な
ら
ず
、
父
と
自
転
車

で
大
阪
の
親
類
の
家
へ
行
く
。（
略
）
見
渡
す

か
ぎ
り
の
災
害
地
で
（
略
）
よ
く
も
こ
ん
な
に

や
り
や
が
っ
た
な
。
と
た
だ
く
や
し
く
て
な
ら

ず
、（
略
）

四
月
十
一
日

　

今
日
は
本
校
開
校
以
来
満
五
十
年
の
記
念
日

で
式
が
あ
り
、
校
長
先
生
よ
り
、
本
校
の
概
略

の
お
話
を
お
聞
き
す
る
（
略
）。
本
校
は
他
の

学
校
と
違
っ
て
、※

昭
和
七
年
畏
く
も
昭
和
の

今
上
陛
下
が
、
本
校
に
あ
ら
せ
ら
れ
奉
っ
た
玉

跡
の
校
と
し
て
、
大
い
に
誇
り
を
持
た
ね
ば
な

ら
ぬ
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

※

︵
注
︶

　

手
り
ゅ
う
弾
投　

当
時
の
国
民
体
力
章
検

定
（
男
子
）
で
は
1
0
0
メ
ー
ト
ル
疾
走
、

2
0
0
メ
ー
ト
ル
メ
ー
ト
ル
走
、
走
幅
跳
、

運
搬
、
懸
垂
屈
臂
な
と
並
ん
で
手
榴
弾
投
が

あ
っ
た
。

　

大
詔
奉
戴
日　

大
東
亜
戦
争
開
戦
の
日

（
１
９
４
１
年
12
月
８
日
）
に
ち
な
ん
で
、
翌

年
か
ら
毎
月
８
日
が
大
詔
奉
戴
日
と
定
め
ら

れ
た
。

　
教
練　

当
時
の
体
操
は
体
操
・
教
練
・
武

道
か
ら
成
り
、
教
練
に
は
陸
軍
の
現
役
将
校

が
配
属
さ
れ
て
指
導
に
あ
た
っ
た
。
毎
週
の

授
業
時
間
割
に
組
み
込
ま
れ
た
教
練
と
、
宿

泊
を
伴
う
信
太
山
で
の
野
外
教
練
と
が
あ
っ

た
。

　
勤
労
奉
仕　

戦
争
激
化
に
と
も
な
う
労
働

力
不
足
を
補
う
た
め
学
生
・
生
徒
の
勤
労
奉

仕
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
堺
中
生
の
場
合
は

天
皇
陵
清
掃
、
農
作
業
手
伝
い
、
防
空
壕
掘
り
、

泉
佐
野
で
の
飛
行
場
建
設
な
ど
。

　
通
年
動
員　

短
期
間
の
勤
労
動
員
が
昭
和

19
年
か
ら
は
通
年
動
員
と
な
り
、
堺
化
学
、

川
崎
航
空
機
堺
工
場
、
木
津
川
船
渠
、
堺
造

船
所
、
富
士
造
機
（
後
の
富
士
車
輛
）
そ
の

他
に
配
置
さ
れ
た
。
46
〜
48
期
生
は
工
場
で

直
接
製
造
に
従
事
し
た
が
、
49
期
生
は
雑
用

中
心
で
あ
っ
た
。

　

運
動
場
の
東
の
方
は
僕
ら
の
手
に
よ
り
畠

と
変
は
っ
た
。
　
食
糧
増
産
の
た
め
に
校
庭

の
一
部
が
畑
に
な
り
、
イ
モ
が
作
ら
れ
た
。

　

校
内
の
兵
隊
さ
ん　
「
学
校
は
兵
営
と
な
っ

て
い
た
。
銃
器
庫
も
あ
っ
た
」（
中
49
期
生
談
）

　
富
嶽
隊
・
敷
島
隊
・
萬
朶
隊
　
い
ず
れ
も

特
別
攻
撃
隊
の
隊
名
。

　
地
震　

昭
和
東
南
海
地
震
。
震
源
地
は
熊

野
灘
沖
、
M
7
.
9
、
最
大
震
度
6
。

　

物
象　

物
理
・
化
学
・
鉱
物
学
な
ど
を
あ

わ
せ
た
科
目
。
当
時
は
理
科
は
物
象
と
生
物

か
ら
成
っ
て
い
た
。

　

英
霊
出
迎
へ　

戦
没
者
の
遺
骨
を
迎
え
る

英
霊
出
迎
え
は
「
授
業
そ
っ
ち
の
け
で
し
ょ
っ

ち
ゅ
う
あ
っ
た
」（
中
49
期
生
談
）

　

四
年
・
五
年
の
卒
業
式　

戦
争
の
激
化
に

と
も
な
い
、
中
47
期
は
４
年
で
卒
業
と
な
り
、

昭
和
20
年
３
月
、
中
46
期
と
同
時
に
卒
業
式

が
行
わ
れ
た
。
翌
年
は
中
48
期
が
卒
業
す
る

予
定
だ
っ
た
が
、
従
来
通
り
５
年
制
と
な
っ

た
た
め
、
昭
和
21
年
は
卒
業
が
な
い
年
と
な
っ

た
。

　

大
阪
方
面
の
空
は
真
っ
赤
に　

昭
和
20
年

３
月
13
日
深
夜
〜
14
日
未
明
に
か
け
て
の
第

１
回
大
阪
大
空
襲
。
B
29
機
が
２
７
４
機
飛

来
し
た
。

　

授
業
停
止　

昭
和
20
年
３
月
、
決
戦
教
育

措
置
要
綱
が
閣
議
決
定
さ
れ
て
１
年
間
授
業

停
止
、
５
月
に
は
戦
時
教
育
令
に
よ
り
授
業

の
無
期
限
停
止
が
決
ま
っ
た
。

　

昭
和
七
年
畏
く
も
昭
和
の
今
上
陛
下
が
、

本
校
に
あ
ら
せ
ら
れ
奉
っ
た　

同
年
11
月
13

日
、
堺
中
校
舎
が
陸
軍
特
別
大
演
習
御
講
評

場
と
な
っ
た
た
め
。

『西谷君の日誌』

特集・戦時下の堺中生たち

戦
時
下
の
堺
中
生
た
ち

わ
れ
ら
中
49
期
生

　

西
谷
氏
と
同
期
の
中
49
期
有
志
に
集
ま
っ
て

い
た
だ
き
、
お
話
を
聞
い
た
。
日
誌
か
ら
伺
え

る
よ
う
に
授
業
は
ま
と
も
に
行
わ
れ
ず
、
勤
労

動
員
で
堺
化
学
や
富
士
造
機
へ
、
昼
食
は
大
豆

の
し
ぼ
り
か
す
と
麦
飯
と
い
う
日
々
。
仕
事
は

そ
れ
ほ
ど
き
つ
く
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
「
富
士

造
機
が
機
銃
掃
射
を
受
け
た
と
き
は
怖
か
っ

た
。
爆
弾
も
落
ち
た
」
と
恐
怖
を
語
る
。

　

７
月
10
日
の
空
襲
で
は
同
期
の
半
数
く
ら
い

が
家
や
家
族
を
失
っ
た
。
自
宅
で
被
災
し
て
亡

く
な
っ
た
同
期
生
も
２
名
。
被
災
後
、
転
校
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
者
も
い
る
。
空
襲
体
験
は
15

歳
の
少
年
た
ち
に
大
き
な
影
を
落
と
し
た
。

　
「（
不
発
弾
に
ふ
れ
て
亡
く
な
っ
た
）
小
松
君

は
、
あ
の
日
『
行
き
た
く
な
い
。
代
わ
っ
て
ほ

し
い
』
と
言
っ
て
た
。
そ
う
言
わ
れ
て
断
っ
た

同
級
生
は『
僕
が
代
わ
れ
へ
ん
か
っ
た
か
ら
や
』

と
言
っ
て
悲
し
ん
だ
」

　
「
わ
れ
わ
れ
中
49
期
生
は
３
３
０
人
で
入
学
。

疎
開
し
た
り
、
転
校
し
た
り
で
卒
業
す
る
と
き

は
２
４
５
人
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
卒
業
し
て
新

制
高
校
３
年
に
編
入
、
高
１
回
卒
業
生
と
な
っ

た
。
一
つ
上
の
学
年
も
浪
人
し
て
入
っ
た
り
し

た
し
、
他
か
ら
入
っ
て
き
た
人
も
い
た
か
ら
高

１
回
は
混
成
学
年
だ
っ
た
。
殺
さ
れ
そ
う
に

な
っ
た
経
験
も
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
共

有
し
て
中
学
の
５
年
間
、
と
も
に
過
ご
し
、
さ

ら
に
１
年
、
合
計
６
年
。
わ
れ
わ
れ
は
特
別
に

親
し
く
な
っ
た
、
結
束
が
固
い
学
年
で
あ
る
」

（
古
家
徳
雄
、
坂
口
司
、
下
園
芳
義
、
立
亀
眞
平
、

増
田
隆
、三
島
祥
宏
、村
上
彬
、森
耕
三
の
各
氏
）



　

中
49
期
生
よ
り
少
し
先
輩
に
あ
た
る
中
42
期
の

佐
々
木
髙
久
氏
、
和
田
俊
夫
氏
に
話
を
聞
い
た
。

昭
和
11
（
1
9
3
6
）
年
入
学
、
16
年
に
卒
業
。

50
人
×
４
ク
ラ
ス
。
入
学
し
た
こ
ろ
は
物
資
不
足

も
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
が
、
次
第
に
悪
化
、

戦
争
の
影
響
も
少
し
ず
つ
感
じ
ら
れ
た
。「
１
年

の
と
き
は
ス
ト
ー
ブ
が
あ
り
、
弁
当
を
温
め
る
こ

と
も
で
き
た
が
、
２
年
の
と
き
に
は
な
か
っ
た
」

（
佐
々
木
氏
）「
満
州
旅
行
の
た
め
に
毎
月
１
円
を

積
み
立
て
て
い
た
が
情
勢
の
変
化
か
ら
行
け
な
く

な
り
、
そ
の
お
金
は
高
知
や
高
松
へ
の
卒
業
旅
行

に
あ
て
ら
れ
た
」（
和
田
氏
）

　

教
練
で
は
荒
っ
ぽ
い
先
生
も
い
て
、
生
徒
が
殴

ら
れ
、
大
け
が
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。

勤
労
奉
仕
で
は
仁
徳
陵
の
土
運
び
に
駆
り
出
さ
れ

た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

　

一
方
、
補
講
の
と
き
に
長
恨
歌
を
暗
誦
し
て
く

れ
た
辻
校
長
、
ひ
た
す
ら
「
歌
わ
せ
る
ば
か
り
」

だ
っ
た
音
楽
の
先
生
、
反
対
に
「
見
せ
る
ば
か
り
」

だ
っ
た
美
術
の
先
生
等
、
個
性
的
な
先
生
も
多
く
、

ま
だ
ま
だ
自
由
な
授
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ク
ラ

ブ
活
動
は
佐
々
木
氏
は
弁
論
部
、
和
田
氏
は
愛
鳩

部
。
愛
鳩
部
は
伝
書
鳩
の
訓
練
を
す
る
も
の
で
、

軍
隊
に
よ
っ
て
奨
励
さ
れ
て
い
た
。

　

終
戦
時
、
佐
々
木
氏
は
予
備
士
官
学
校
在
学
中
、

和
田
氏
は
阪
大
工
学
部
航
空
学
科
で
陸
軍
か
ら
依

頼
さ
れ
て
い
た
テ
ー
マ
を
研
究
し
て
い
た
。

　　

少
し
時
代
が
下
っ
て
、
高
４
回
は
野
村
憲
司
氏

に
話
を
聞
い
た
。

　

終
戦
の
昭
和
20（
1
9
4
5
）年
、英
彰
小
学
校

６
年
生
だ
っ
た
。
集
団
疎
開
で
多
く
は
東
百
舌
鳥

小
学
校
に
、
氏
は
縁
故
疎
開
で
富
田
林
の
青
葉
丘

小
学
校
に
疎
開
し
た
。
そ
の
前
に
、
大
町
に
あ
っ
た

家
は
※
建
物
疎
開
で
つ
ぶ
さ
れ
、
大
寺
南
門
あ
た

り
に
家
を
借
り
て
い
た
が
そ
れ
も
空
襲
で
焼
け
た
。

　

翌
21
年
に
堺
中
に
入
っ
た
が
、
翌
年
に
新
制
中

学
校
発
足
、
さ
ら
に
そ
の
翌
年
に
新
制
高
校
発
足

と
い
う
学
制
改
革
の
大
混
乱
期
。
２
、
３
年
生
は

「
併
設
中
学
校
」
の
２
、
３
年
生
と
し
て
過
ご
し
、

卒
業
す
る
と
新
制
高
校
３
年
生
に
編
入
、
高
4
回

と
し
て
卒
業
す
る
と
い
う
複
雑
な
時
期
だ
っ
た
。

堺
中
は
22
年
か
ら
入
学
停
止
（
25
年
に
廃
止
）
と

な
っ
た
の
で
「
自
分
た
ち
は
高
校
２
年
生
に
な
る

ま
で
ず
っ
と
最
下
級
生
だ
っ
た
」。

　

ま
た
、
併
設
中
学
校
２
年
の
と
き
に
府
立
堺
高

女
（
今
の
泉
陽
高
校
）、
市
立
堺
高
女
と
の
男
女

交
流
が
あ
り
、
希
望
が
か
な
っ
た
者
、
か
な
わ
な

か
っ
た
者
、
悲
喜
こ
も
ご
も
で
あ
っ
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
末
期
、
後
輩
の
堺
中
生
徒
が

教
練
や
勤
労
奉
仕
に
明
け
暮
れ
て
い
た
頃
、
欧
州

で
終
戦
工
作
に
命
を
か
け
た
同
窓
が
い
た
。
海
軍

中
佐
・
藤
村
義
朗
（
旧
名
・
義
一
、
海
兵
55
期
、

1
9
0
7
年
〜
1
9
9
2
年
）
で
あ
る
。

 

　
　
　
　

※

　

堺
中
25
期
・
藤
村
義
朗
は
1
9
4
0
（
昭
和

15
）
年
４
月
に
海
軍
大
学
校
を
首
席
で
卒
業
、
直

ぐ
に
駐
独
大
使
館
付
き
海
軍
武
官
補
佐
官
と
し
て

ベ
ル
リ
ン
に
派
遣
さ
れ
た
。

　

当
時
の
欧
州
で
は
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
率
い
る
ナ
チ

ス
ド
イ
ツ
が
デ
ン
マ
ー
ク
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
オ
ラ

ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
等
の
諸
国
を
次
々
に
配
下
に
お

さ
め
、
イ
ギ
リ
ス
軍
を
欧
州
大
陸
か
ら
撃
退
し
、

ま
さ
に
破
竹
の
勢
い
だ
っ
た
。
1
9
4
1
年
６
月

に
は
ド
イ
ツ
は
ソ
連
に
侵
攻
し
、
各
都
市
を
次
々

と
攻
略
し
て
首
都
・
モ
ス
ク
ワ
に
迫
っ
た
。
し
か

し
、
冬
季
に
入
る
と
ソ
連
軍
は
各
地
で
一
斉
反
撃

に
転
じ
、
12
月
に
ド
イ
ツ
軍
は
ソ
連
か
ら
撤
退
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
れ
を
機
に
ド
イ
ツ
軍
は
勢
い

を
失
っ
て
い

く
が
、
殆
ど

の
日
本
人
は

欧
州
戦
線
の

状
況
を
知
ら

ず
に
い
た
。

日
本
政
府
や

軍
部
の
中
枢
で
す
ら
ド
イ
ツ
政
府
の
公
式
発
表
を

信
じ
、
ド
イ
ツ
の
勝
利
を
疑
わ
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。

　

ド
イ
ツ
に
赴
任
し
た
藤
村
の
任
務
は
、
前
線
拡

大
に
伴
っ
て
窮
乏
し
つ
つ
あ
っ
た
軍
需
物
資
を
欧

州
諸
国
で
調
達
す
る
こ
と
だ
っ
た
が
、
ド
イ
ツ
の

敗
色
濃
厚
と
な
っ
た
1
9
4
5
年
２
月
、
ナ
チ
ス

の
秘
密
警
察
・
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
の
監
視
の
目
が
光
る

ベ
ル
リ
ン
を
脱
出
し
て
ス
イ
ス
の
首
都
・
ベ
ル
ン

に
活
動
拠
点
を
移
し
、
日
米
直
接
の
和
平
工
作
に

取
り
組
み
は
じ
め
た
。
そ
の
頃
、
中
立
国
・
ス
イ

ス
に
は
各
国
の
様
々
な
出
先
機
関
が
集
ま
り
、
敵

味
方
入
り
乱
れ
て
情
報
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
た
。

　

藤
村
は
、
本
国
政
府
に
対
し
ド
イ
ツ
の
敗
色
濃

厚
な
こ
と
、
ド
イ
ツ
を
撃
退
し
た
ソ
連
が
一
転
し

て
極
東
方
面
に
向
け
て
大
量
の
兵
員
と
機
材
の
輸

送
を
開
始
し
た
こ
と
を
伝
え
、
注
意
を
喚
起
す
る
。

一
方
で
、米
国
大
統
領
直
轄
の
戦
略
情
報
機
関
「
Ｏ

Ｓ
Ｓ
」
の
欧
州
支
局
長
・
ア
レ
ン
・
ダ
レ
ス
（
戦

後
Ｃ
Ｉ
Ａ
長
官
を
務
め
た
）
と
の
接
触
に
成
功
、

1
9
4
5
年
５
月
に
ダ
レ
ス
と
面
談
し
た
。
ダ
レ

ス
は
、
日
本
と
の
和
平
交
渉
に
つ
い
て
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
の
承
認
を
得
た
旨
を
述
べ
、
藤
村
に
対
し

「
日
本
政
府
を
代
表
す
る
人
物
の
派
遣
」
を
求
め
、

「
中
国
の
し
か
る
べ
き
場
所
か
ら
ス
イ
ス
ま
で
、

米
軍
機
で
安
全
に
送
迎
す
る
」
旨
を
伝
え
た
。
そ

の
日
は
ド
イ
ツ
が
連
合
国
に
全
面
降
伏
し
た
日

で
、
藤
村
に
と
っ
て
「
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な

い
日
」
だ
っ
た
と
い
う
。

　

直
ぐ
に
藤
村
は
、
ダ
レ
ス
と
の
会
談
結
果
を

東
京
に
打
電
し
、
速
や
か
な
回
答
を
要
請
し
た
。

し
か
し
、
何
度
督
促
し
て
も
本
国
か
ら
回
答
は

な
く
、
７
月
末
の
回
答
期
限
を
過
ぎ
て
ダ
レ
ス

と
の
接
触
は
途
絶
え
た
。
そ
し
て
８
月
６
日
に

広
島
、
９
日
に
は
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
、

15
日
に
日
本
政
府
は
無
条
件
降
伏
を
し
た
の
で

あ
る
。
無
条
件
降
伏
の
前
日
、
海
軍
大
臣
副
官

か
ら
電
話
が
入
り
、「
君
が
持
ち
込
ん
だ
あ
の

話
、
何
と
か
な
ら
ぬ
か
」
と
問
わ
れ
、
藤
村
は

思
わ
ず
「
今
ご
ろ
何
を
言
っ
て
ん
だ
、
百
日
遅

い
!!
」
と
怒
鳴
り
返
し
た
と
い
う
。

　

戦
後
、
帰
国
し
た
藤
村
は
貿
易
商
社
を
興
す
。

米
・
英
を
中
心
に
事
業
展
開
す
る
か
た
わ
ら
南

米
や
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
発
展
に
尽
力

し
、
英
国
女
王
か
ら
大
英
帝
国
勲
章
、
ブ
ラ
ジ

ル
政
府
か
ら
グ
ラ
ン
ド
・
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
勲
章

等
を
授
与
さ
れ
、
ま
た
、
在
米
中
の
居
を
構
え

た
カ
ン
サ
ス
・
シ
テ
ィ
ー
の
名
誉
市
民
に
も
選

ば
れ
て
い
る
。

　

他
方
、
在
米
同
窓
に
呼
び
か
け
て
北
米
三
丘

会
の
結
成
に
奔
走
、
東
京
で
は
戦
時
中
に
中
断

し
た
在
京
同
窓
の
月
例
昼
食
会
（
現
在
の
三
木

会
）
を
復
活
さ
せ
、
昭
和
54
年
に
は
旧
制
・
堺

中
と
新
制
・
三
国
丘
の
在
京
同
窓
を
結
集
し
て

東
京
三
丘
会
の
設
立
に
こ
ぎ
つ
け
、
初
代
会
長

に
就
く
な
ど
母
校
愛
溢
れ
る
人
で
も
あ
っ
た
。

終
戦
工
作
に
命
を
か
け
た
海
軍
中
佐
・
藤
村
義
朗
（
中
25
期
）

特集・戦時下の堺中生たち

制
度
改
革
に
翻
弄
さ
れ
た
高
４
回

自
由
な
雰
囲
気
が
残
っ
て
い
た
中
42
期

中25期･藤村義朗さん

※
建
物
疎
開　

戦
争
末
期
空
襲
が
始
ま
る
と
、
燃
え
や
す
い
日
本

家
屋
を
前
も
っ
て
壊
し
て
空
地
を
作
り
、
被
害
の
軽
減
を
図
っ
た
。

堺
で
は
３
６
２
０
戸
の
建
物
が
取
り
壊
さ
れ
た
。
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